
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
カチオン重合性物質（Ａ）としてビスフェノールＡ型エポキシ樹脂及びビニルエーテル化
合物を、光カチオン重合開始剤（Ｂ）としてポリアリールスルホニウム塩を含有すること
を特徴とするインクジエット記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物（但し、溶剤を含むこと
を除く）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジエット記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物に関する。更に詳細には、
光ディスク用オーバーコート剤あるいはハードコート剤等の光ディスク用材料に特に適す
るインクジエット記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物及びその硬化物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピューター等で作成した文書やイメージ等の画像を紙やＯＨＰフィルム等
の被記録媒体に出力する方法の一つとして、インクジエット記録方式が使用されている。
通常、インクジエット記録方式での被記録媒体には画像の耐水性や耐光性の向上のために
紙やプラスチックフィルムの上に被記録媒体用樹脂層を形成しなければならない欠点を有
している。
一方、光ディスクの分野においては、記録膜の保護のための紫外線硬化型の樹脂組成物が
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オーバーコート剤として使用されているが、コーティング方法としてはスピンコート法が
用いられ使用する以上の量を記録膜の上にのせなければならず必要量以外の量のオーバー
コート剤を再使用するためには、精密ろ過が必要となり工程が複雑となり問題である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記の欠点を改良し、被記録媒体用樹脂層を形成しなくても紙やプラスチック
基材上に画像あるいは塗膜形成が可能で又必要量だけが塗布が可能であるインクジエット
記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物及びその硬化物を提供する。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、カチオン重合性物質（Ａ）と光カチオン重合開始剤（Ｂ）を含有することを特
徴とするインクジエット記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物、及びその硬化物に関する。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明では、カチオン重合性物質（Ａ）を使用する。カチオン重合性物質（Ａ）の具体例
としては、例えば、エポキシ樹脂類やビニルエーテル化合物類を代表的なものとして挙げ
ることができる。エポキシ樹脂類の具体例としては、例えは、ビスフェノールＡ型エポキ
シ樹脂（例えば、油化シェルエポキシ（株）製、エピコート８２８、エピコート１００１
等）、ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂（例えは、油化シェルエポキシ（株）製、エピコ
ートＲ－８０７、エピコート４００１Ｐ等）、フェノールノボラック型エポキシ樹脂（例
えば、日本化薬（株）製、ＥＰＰＮ－２０１、油化シェルエポキシ（株）製、エピコート
１５２、エピコート１５４等）、トリスフェノールメタン型エポキシ樹脂（例えば、日本
化薬（株）製、ＥＰＰＮ－５０１、ＥＰＰＮ－５０２等）、脂肪族系エポキシ樹脂（例え
ば、トリエチレングリコールジグリシジルエーテル、グリセリンポリグリシジルエーテル
、トリメチロールプロパンポリグリシジルエーテル等）、脂環式エポキシ樹脂（例えば、
ダイセル化学工業（株）製、セロキサイド２０２１、セロキサイド４０００、セロキサイ
ド３０００、セロキサイド２０００、ＥＨＰＥ－３１５０、ＥＰＯＬＥＡＤ－ＧＫ２００
、ユニオンカーバイド社製、ＥＲＬ－４２０６、ＥＰＬ－４２９９、ＥＲＬ－４２３４、
ＥＲＬ－４２２１等）等が挙げることができる。
【０００６】
ビニルエーテル化合物類の具体例としては、例えば、２－ヒドロキシエチルビニルエーテ
ル、１，４－ブタンジオールモノビニルエーテル、１，９－ノナンジオールモノビニルエ
ーテル，ジエチレングリコールモノビニルエーテル，トリエチレングリコールモノビニル
エーテル、シクロヘキシル－１，４－ジメチロールモノビニルエーテル、２－クロルエチ
ルビニルエーテル、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルビニルエーテル、トリエチレ
ングリコールジビニルエーテル、テトラエチレングリコールジビニルエーテル、ポリテト
ラメチレングリコールジビニルエーテル、１，４－ブタンジオールジビニルエーテル、１
，９－ノナンジオールジビニルエーテル、シクロヘキシル１，４－ジメチロールジビニル
エーテル、トリメチロールプロパントリビニルエーテル、ペンタエリスリトールテトラビ
ニルエーテル等の反応性ビニルエーテル単量体、エチレングリコール、１，４－ブタンジ
オール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、ポリプロピレングリコール、ネオペン
チルグリコール、ポリテトラメチレングリコール、ポリエステルポリオール、ポリカプロ
ラクトンポリオール等のポリオール類とトリレンジイソシアネート、４，４′－ジフェニ
ルメタンジイソシアネート、イソポロンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネ
ート等の有機ポリイソシアネート類と水酸基含有ビニルエーテル類（例えば、２－ヒドロ
キシエチルビニルエーテル、１，４－ブタンジオールモノビニルエーテル、シクロヘキシ
ル－１，４－ジメチロールモノビニルエーテル等）の反応物であるウレタンビニルエーテ
ル、前記、水酸基含有ビニルエーテル類とポリカルボン酸クロライド類（例えば、フタル
酸ジクロライド、イソフタル酸ジクロライド、テトラヒドロフタル酸ジクロライド等）の
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反応物であるポリエステルポリビニルエーテル等の反応性ビニルエーテルオリゴマー等を
挙げることができる。
【０００７】
光カチオン重合開始剤（Ｂ）の具体例としては、例えば、トリフェニルスルホニウムヘキ
サフルオロアンチモネート、トリフェニルスルホニウムヘキサフルオロフォスフェート、
　ＳＰ－１７０、ＳＰ－１５０（旭電化（株）製）、ＦＣ－５０８、ＦＣ－５１２（３Ｍ
カンパニー社製）、ＵＶＥ－１０１４（ゼネラルエレクトリックカンパニー社製）等の

、Ｉｒｇ－２６１（チバ・ガイギー社製）等のメタロセン化合
物、ジフェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート、ｐ－ノニルフェニルヨード
ニウムヘキサフルオロアンチモネート、４，４′－ジエトキシフェニルヨードニウムヘキ
サフルオロアンチモネート等のポリアリールヨードニウム塩等を挙げることができる。こ
れら光カチオン重合開始剤は、１種又は２種以上を選択して使用することができる。
【０００８】
本発明の樹脂組成物は、（Ａ）及び（Ｂ）の各成分を溶解、混合、混練等をすることによ
り調製することができる。
本発明の樹脂組成物中、各成分の使用割合は以下のようにすることができる。
（Ａ）成分１００重量部に対して（Ｂ）成分は、０．０１～２０重量部が好ましく、特に
好ましくは０．１～１０重量部である。
【０００９】
本発明の樹脂組成物には、更に必要に応じて、（メタ）アクリレートモノマー類やオリゴ
マー類及び光ラジカル重合開始剤、染料、顔料等の着色剤、消泡剤、レベリンク剤、重合
禁止剤、ワックス類酸化防止剤、非反応性ポリマー、シランカップリング剤、光安定剤、
帯電防止剤、スリップ剤等を添加することもできる。本発明の樹脂組成物は、前述のよう
に、光ディスク用オーバーコート剤、ハードコート剤あるいは接着剤等の光ディスク用材
料に好適に用いられるが、それ以外にも、インキ、塗料、コーティング、接着剤等にも有
用である。
【００１０】
本発明の樹脂組成物は、インクジエットプリンターを用いて、各種基材（紙、プラスチッ
ク、プチスチックフィルム、セラミック、ガラス、木等）あるいは、光ディスク基板上に
組成物をむだなく厚さ１～５０μの範囲で塗布される。塗布後、紫外線を照射し、塗膜を
硬化させる。
【００１１】
【実施例】
以下、本発明を実施例により更に具体的に説明する。なお、実施例中の部は、重量部であ
る。
実施例１～４
表１に示した配合組成にしたがって樹脂組成物を加熱混合し、調製した。得られた各組成
物について、インクジエットプリンターで光ディスク基面上に厚さ３μになるように塗布
試験を行ない、各組成物のインク容器中の貯蔵安定性、インクジエットプリンターのイン
クノズルの状態、塗布性を評価した。次いで塗布された塗膜に紫外線を照射して硬化塗膜
を得た。硬化状態を観察した。
【００１２】
【表１】
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【００１３】
評価法
（貯蔵安定性）：各組成分をカートリッジ式のインク容器に密閉し５０℃に加温し、１ケ
月放置し組成物の状態を観察した。
○・・・・全く変化していない。
△・・・・やや増粘がみられる。
×・・・・ゲル物が発生している。
（インクノズルの状態）：インクジエットプリンターで塗布試験中、インクノズルの状態
を観察した。
○・・・・全く問題が無い。
△・・・・やや組成物の出が悪い。
×・・・・組成物が出なくなる。
（塗布性）：塗布された塗膜の状態を観察した。
○・・・・均一に塗布されている。
△・・・・やや膜厚にバラツキがある。
×・・・・塗布されない部分がある。
（硬化状態）：塗膜の硬化状態を観察した。
○・・・・問題なく硬化している。
×・・・・硬化の不良が発生している。
【００１４】
注）　＊１　　オプトマーＳＰ－１７０：旭電化（株）製、光カチオン重合開始剤
【００１５】
表１の結果から明らかなように、本発明の樹脂組成物は、インクジエットプリンターでの
塗布適性に優れており、又、塗布や記録のための被記録媒体用樹脂層を必要としない。
【００１６】
本発明のインクジエット記録方式用紫外線硬化性樹脂組成物は、インクジエットプリンタ
ーでの塗布性能に優れ、塗布や記録のための被記録媒体用樹脂層を必要としない。スピン
コーターでの塗布法のような再使用するための複雑な工程も必要がなく、光ディスク用材
料に適する。
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